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もしも、施設内で発熱、咳、など 

新型コロナ感染が疑われる症状の方が出たら？ 

↓ 

まずは下記へ連絡し、指示に従います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

■場合によりますが、下記のような指示が予想されます。（R3/4/12 時点、相談センター、各島の

病院、消防などの機関に相談したところ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※あくまで想定です。症状、状況によって変わります。基本は相談センターの指示に従います。 

発熱など感染が疑われる症状がある方が出た場合 

相談センター 

救急艇 

自宅 坊勢医院 本土の病院 

陰性 

陽性 

陰性 

陽性 

自宅 

専門病院 

か自宅療養 

※症状によっては乗せてくれない 

②一般診療と判断 

救急艇 

③一般診療か感染が濃厚と判断 

かかりつけ医 

①帰宅と判断 

船会社 

※検査必要と 
判断した場合 

※検査必要と 
判断した場合 

※陸路は救急車 

〇姫路市発熱等受診・相談センター  

電話番号：079-289-0055 

平日：午前 9 時から午後 6 時まで  

土曜日、日曜日、祝日：午前 9 時から午後 5 時まで  

 

〇兵庫県新型コロナ健康相談コールセンター  

電話番号：078-362-9980 

24 時間対応  
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〇留意事項 

ケース①帰宅と判断された場合 

    →発熱が改善されない場合、公共交通機関が使えないので姫路市の救急艇を要請。 

     救急艇を利用した場合、必ず病院搬送となる。 

 

ケース②一般診療と判断されて家島の病院に行く場合 

    →坊勢医院、真浦クリニック（発熱等の受診、検査も可能（現在、検査の結果は翌日になる）で受診 

できるが、もしも陽性反応が出た場合、搬送手段に困るので本土の病院で診てもらった方がいい。 

→家島診療所は陰性証明（代理人が容器をもらいに行って唾液を採取して、診療所に持ち込み翌日結果 

が分かる）がないと診てくれない。 

→自宅へ帰り、かかりつけ医で受診するのがベストだが、チャーター船など公共の船便を利用できない

場合がある。 

ケース③一般診療、感染疑いがある（症状、渡航歴、コロナ患者との接触などで判断）と判断されて、本土の病

院で受診した場合 

    →紹介された医療機関を受診（発熱等診療、検査医療機関） 

     救急艇と救急車で本土の病院へ搬送。 

 

※場合によりますが、ケース③が無難であると考えられます。 

 

〇夜間など、すぐに病院に行けない場合 

→症状のある方、同室など濃厚接触が疑われる方を隔離する。 

   →宿泊されている部屋に症状のある方を隔離。 

   →濃厚接触が疑われる方を別室で隔離。（宿泊料金不要） 

 

〇濃厚接触者 

→濃厚接触者の受診は相談センターの指示に従う他ありません。 

補足 


